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〔論文審査の要旨〕 
生物多様性が極めて高い熱帯林保護の目的で、インドネシアには国際的保護区の「世界

自然遺産」や「ユネスコ生物圏保護区」などが、国内的保護区の「国立公園」などが設置

されている。しかし、これらの保護のみを目的とする一級の保護区だけでは、同国の生物

多様性や森林現存量を護ることは難しい。それは、これらの保護区では利用に制限がある

ことと、保護区内に住民がいないことが原則で、さらに個数、面積、及び地理的にも制約

があるからである。そこで、最近同国は、熱帯林を中心とする保護区で、面積的にも前記

の既存保護区の規模に匹敵する「森林公園」をほぼ州毎に均一に設置した。その特徴とし

ては、園内に集落があり、また修復が必要な生態系も含んでいることである。しかし、森

林公園の管理計画は未完のままである。そこで、平均的な 1 公園を選んで、管理手法の開

発をすることにした。この研究は他の森林公園の管理に役立てるためにも必要である。論

文は全 8 章からなり、１章は序論、２章は文献精査と方法論、3 章は生物学的評価、4 章

は保護を優先する手法、5 章は修復を優先する手法、6 章は森林区域別の優先手法、7 章は

優先手法の最適化と感度、8 章は結論と提言である。 
 本論文の１章と 2 章の一部は査読制学術雑誌に公表されている。3 章については山火事

関連部分が 7 章・8 章の一部とともに査読制国際学術雑誌に１編の論文として公表されて

いる。3 章から 7 章までの 5 章分のモデルの構築とその一部の解析結果について査読制学

術雑誌に１編の論文として公表されている。量的に貧弱だった熱帯林森林管理に関する景

観生態学的研究をおこなったこと。中でもインドネシアが新設した森林公園での研究で、

有用な管理用の新たなモデル化をおこなったは高く評価できる。なお、最終章で、インド

ネシアの多くの新設森林公園において、公園管理における保護を優先し、かつ利用や修復

を可能にする手法も提案され、実用的でもある。以上、審査の結果、本論文の著者は博士

（学術）の学位を授与される十分な資格があるものと、審査委員全員で認めた。 


